




















































































































































遷をたどる︒中世社会は源頼朝について概ね肯定的に評価し︑承久の乱以降︑武士 支配を受容す 認識が社会で定着されていったという︒近世になると︑鎌倉幕府の誕生 日本 歴史上 画期とみて︑頼朝については﹁武家の始祖﹂であるだけでなく︑政治家としての能力を高く評価した︒近代歴史学が成立すると︑頼朝の置かれた時代的状況を重視しつつ︑東国武士を中世の開拓者として位 づけ︑幕府の成立 日本中世封建制 はじまりとみ 今日における一般的な理解が形成され と総括する︒　
第二部では︑ ﹁武威﹂の検討を通じて鎌倉幕府の成立と発展過程
について論じる︒第 章では︑ ﹁武威﹂の創出という観点から鎌倉幕府の歴史的意義を検討し︑中世社会における﹁武威﹂の観念を追跡する︒文人優位の政治理念が普遍的であった東アジア 界からみると︑日本の中世武士政権は﹁非正常﹂で例外的な存在で
あったことを前提として︑武士は自らをどのように位置づけていたのかを分析する︒その結果 十世紀以降に武士が出現して以来︑﹁武威﹂が社会の中で正当なものとして認定され︑武士の成長とともに﹁武威﹂に対する自負が生まれたという︒平氏政権 成立より︑武士は事実上公家と対等な地位を獲得したが︑それは朝廷の支配体制 依存するという限界 持ってい ︒一方︑源頼朝幕府 ﹁武威﹂を広めていき︑朝廷 全国の武士 ちに認識させた︒頼朝 （征夷）大将軍﹂就任は︑軍事政権の﹁武威﹂を象徴する地位を得たことを意味する︒すなわち︑鎌倉幕府成立の最大の歴史的意義は︑ ﹁武威﹂によっ 国家に正当性を たせたこあると指摘する　
第二章では︑ ﹁武威﹂の展開において承久の乱における勝利が重










あった北 は 政 存立 根拠と正当性を獲得する必要から︑頼朝の善政・ 思想を継承した︒北条泰時の時代 なると︑ ﹁撫民﹂は積極的に主張され 北条時頼 代に絶頂 達 た そして武士政権である鎌倉幕府の支配理念において﹁武威﹂は不可欠な要素であるが︑ ﹁撫民﹂という普遍的な統治理念が伴ってはじめて完結すると主張する︒　﹇補論﹈は﹃吾妻鏡﹄の史料論である︒ ﹃吾妻鏡﹄は東国を基盤







































例えば︑ ﹁一〇～一三世紀の東アジアと日本・高麗﹂ （ ﹃人文学研究﹄九︑
 
二〇〇二年） ︑ ﹁中世高麗︑日本関係の争点
︱︱
モンゴルの日本侵略と倭
寇﹂ （ ﹃日本歴史研究﹄一七︑
 二〇〇三年）など︒
　
付記
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